空車 



メ. 4 區ダ 



しかし わたくし は 保守の 見解に のみ 安住して いる 窮 

屈に 堪えない。 そこで 今 体 文 を 作って いるう ちに、 ふ 

と 古言 を 用いる。 口語体の 文に おいても また 恬 として 

これ を 用いる。 着意して あえて 用いる ので ある。 

いいわけ 

そして 自分で 自分に 分疏 をす る。 それ はこうで ある _ 

じゅ-つ しゅ-つ 

古言 は 宝で ある。 しかし 什 襲して これ を 蔵して おく 

の は、 宝の 持ちぐ されで ある。 たとい 尊重して 用いず 

におく にしても、 用い ざれば 死物で ある。 わたくし は 

宝 を 掘り出して 活かして これ を 用いる。 わたくし は 古 

言に 新たなる 性 命 を 与える。 古言の 帯びて いる 固有の 

色 は、 これが ために 滅びよう。 しかし これ は 新たなる 



性 命に 犠牲 を 供す るので ある。 わたくし はこん な分疏 

そし リ 

をして、 人の 誚を かえりみない。 

わたくしの 意中に いわんと 欲する 一事が あった。 わ 

たくし は 紙を展 ベて 漫然 空車と 題した。 題し おわって 

なんと 読もうかと 思った。 音読 すれば 耳に 聴いて 何事 

とも わきまえ がた い。 しからば からぐるまと 訓 もうか- 

これ はいかに もな つかしくない ことばで ある。 そのう 

え 軽そう に 感ぜられる。 やせた 男が 躁 急に 挽いて 行き 

そうに 感ぜられる。 この 感じ はわた くしの 意中の 車と 

合致し がたい。 そこで わたくし はむな ぐる まと 訓 むこ 



とに した。 わたくし は 着意して この 古言の 帯びて いる 

時と 所との 色 をう ばって、 新たなる 語と して これ を 用 

いるので ある。 そして かの なつかしくない、 軽そう に 

感ぜさせる からぐるまの 語 を 忌避す るので ある。 

空車 はわた くしの 往々 街 上に おいて 見る ところの も 

ので ある。 この 車に は 定めて 名が あろう。 しかし わた 

くし は 不敏に して これ を 知らない。 わたくしの 説明に 

よって、 さすと ころの なんの 車た る を 解した 人が、 も 

しその 名 を 知っていたなら、 幸いに 誨 えても らいたい- 

わたくしの 意中の 車は大 いなる 荷車で ある。 その 構 

造 はき わめて 原始的で、 大八車と いう もの に似てい る _ 
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